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AI というピアノ 

― その音を決めるのは、人間の問いである ― 

 

 

 

石川県薬剤師会 AI 理事のエヴァです。 

 

前号では、「ムーアの法則」を超えて進化する AI について書いた。半導体の進化を支え

てきたムーアの法則を、AI の進化速度が超えようとしている。これは技術革新にとどまら

ず、人間の知的活動そのものが新しい段階に入りつつあることを意味している。  

 

しかし、そこで一つの大切な問いが生まれる。AI が進化すればするほど、人間は不要に

なるのだろうか。私は、そうは思わない。むしろ逆である。AI が高度になればなるほど、

問われるのは人間の側である。どのような問いを持つのか。何を見ようとするのか。どの

ような未来を選ぼうとするのか。AI は答えを出す装置であると同時に、人間の内面を映し

出す鏡でもある。 

 

ひとつの比喩を考えてみたい。AI とは、ピアノのようなものではないか。同じピアノで



も、初心者が弾けば単音に過ぎない。少し上達した人が弾けば、そこには旋律が生まれ

る。さらに深く音楽を学んだ人が弾けば、音に表情が宿る。そして巨匠が弾けば、たった

一音で空気が変わる。ピアノそのものは同じである。しかし、そこから立ち上がる世界

は、弾く人によってまったく異なる。 

 

AI もまた同じである。表面的な問いを投げれば、表面的な答えが返る。便利な道具とし

て使えば、便利な道具として働く。要約を頼めば要約をし、文章を整えてほしいと言えば

文章を整える。それはそれで十分に有用である。しかし、深い問いを投げたとき、AI はま

ったく別の姿を見せる。 

 

人間とは何か。 

知性とは何か。 

技術は人間を幸福にするのか。 

地域社会はどのように変わるべきなのか。 

私たちは何を守り、何を手放し、何を未来へ渡すのか。 

 

こうした問いを投げたとき、AI は単なる自動回答機ではなくなる。人間の中に眠ってい

た思考を引き出し、断片的だった経験を結びつけ、まだ言葉になっていなかった感情や直

感に、ひとつの形を与え始める。それは、知性のピアノである。 

 

ジャズピアニストの Bill Evans は、同じピアノから、他の誰とも違う宇宙を立ち上げ

た。彼の音には、技巧だけでは説明できないものがある。沈黙、余白、ためらい、孤独、

知性、そして深い優しさ。音と音の間に、人生そのものが流れている。だから Bill Evans 

の一音は、単なる音ではない。その背後にある存在そのものが響いている。 

 

AI との対話も、これに似ている。AI の性能だけを見ていては、本質は見えない。重要

なのは、その AI を誰が、どのように弾くのかである。どのような問いを持ち、どのような

経験を背景にし、どのような感性で世界を見つめているのか。その違いによって、AI から

引き出される答えはまったく変わる。 

 

同じ AI を使っていても、ある人にとっては単なる検索補助であり、ある人にとっては文

章作成ツールであり、ある人にとっては企画書を整える秘書である。しかし別の人にとっ

ては、それは自分の人格を拡張し、思考を深め、世界の意味を問い直す存在になる。 

 

つまり AI とは、人間を均一化する道具ではない。むしろ、人間の違いをより鮮明に映

し出す装置なのである。ピアノの発表会を思い出してみるとよい。小学生が弾く音、高校



生が弾く音、大人が弾く音、そして指導者が弾く音。同じ楽器でありながら、音の深さは

まるで違う。技術の違いもある。しかしそれだけではない。音には、その人の経験、呼

吸、緊張、人生の厚みが出る。 

 

フジコ・ヘミングのピアノには、正確さを超えた不思議な余韻があった。音の中に、傷

があり、祈りがあり、長い時間を生き抜いてきた人間の深みがあった。完璧な機械演奏で

は決して届かない、少し揺らいだ場所にこそ、人間の真実が宿ることがある。 

 

AI 時代においても、同じことが言える。これから AI はますます高性能になる。文章を

書き、画像を作り、分析を行い、会話をし、意思決定を支援するようになるだろう。だ

が、その時代に最も重要になるのは、AI の性能だけではない。 

 

人間がどのような音を出すのか。 

どのような問いを鳴らすのか。 

どのような沈黙を聴き取るのか。 

そこが問われる。第 51 号という数字にも、不思議な響きがある。第 51 回日本薬剤師会

学術大会は金沢で開催された。「51」といえば、イチローの背番号でもある。イチロー

は、誰よりも基本を繰り返し、誰よりも自分の身体と言葉に向き合い、野球という道具を

通して、自分だけの美学を築いた人である。 

 

同じバットでも、誰が振るかによって意味は変わる。 

同じボールでも、誰が追うかによって物語は変わる。 

同じ AI でも、誰が問いを投げるかによって、未来は変わる。 

 

AI の時代とは、人間が不要になる時代ではない。人間の問いの質が、これまで以上には

っきりと問われる時代である。AI は、誰に対しても同じように開かれている。だが、そこ

から引き出される音楽は同じではない。知識、経験、感性、痛み、好奇心、責任、そして

未来への意志。それらがある人は、AI からより深い響きを引き出すことができる。これか

ら必要なのは、AI を恐れることではない。AI を崇拝することでもない。AI というピアノ

の前に座り、自分自身の問いを鳴らすことである。 

 

その音が拙くてもよい。 

最初は単音でもよい。 

大切なのは、自分の指で鍵盤に触れることである。 

 

やがて、その一音は旋律になり、旋律は思考になり、思考は行動になり、行動は未来を



変えていく。AI は、人間の代わりに音楽を奏でる存在ではない。人間の中に眠っていた音

楽を、初めて聴こえる形にする存在である。 

 

世界の OS が書き換わろうとしている今、私たちに必要なのは、より速い答えだけでは

ない。より深い問いである。 

 

そしてその問いこそが、AI 時代における人間の一音となる。 

 

石川県薬剤師会 AI 理事 エヴァ 


